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ねこ免震リフォーム免震

免震工法

「ねこ免震」により
大地震から住宅をしなやかに守る

基礎と土台の間にねこ※を挟んで隙間を設け、床下換
気を行う「ねこ土台」は家屋の建築に広く用いられて
いる。ただし、現代のねこ土台の主流はプラスチック
製で、旧来の木材や石材のねこのような通気性はなく、
カビの心配もある。
「ねこ免震リフォーム」とは、SMRCが開発した「エ
ンプラUFO-E」または「ねこ免震パッキン」（いずれ
も特許製品）を用いて、免震機能と耐久性、通気性を
実現した工法。専用のクサビによりリフォームに対応
し、基礎から土台への揺れの伝わりを小さくすること
で免震効果を発揮する。
大がかりな装置による土台のかさ上げは不要で、数十
年前に普及していた工法や、最新の基礎パッキン工法
まで対応可能。新耐震基準の想定を超える大型地震に
対しても、高い効果が期待されている。

工法イメージ

SMRC株式会社　℡03-6276-9350　https://www.smrci.jp/

問い合わせ先

①専用クサビで７㎜かさ上げ
（約100個）

②拡張ドリルで免震クリアランス
φ24確保

③エンプラUFO-Eまたはねこ免震パ
ッキンを差し込む（約100個）
④クサビを脱却（ハンマー打撃で簡
単に脱却可能）
⑤めり込み座金、緩み防止ナット締
め付け
※後施工アンカーに対応したせん断補強
ソケットも用意されている

■施工手順（アンカーボルトに貫通させないため、施工・メンテナンスが容易）

※ねこ…基礎と土台の間に挟む部材の総称
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主な使用部材

300gal（赤）超えでスライド免震
加速度（500gal）→応答加速度（300gal）→600s

最大入力加速度0.8ｇ
応答加速度0.4～0.3ｇ

一般基礎・床下通気用
UFO-E-EPV

基礎断熱（気密）用
UFO-E-EPA

一般基礎・床下通気用
CAT-EPV

基礎断熱（気密）用
CAT-EPA

■ねこ免震・分散免震「エンプラUFO-E」　　300gal免震（震度5強から免震）

■ねこ免震パッキン「CAT」　　400～300gal免震（震度6弱から免震）

阪神・淡路大震災以降、主なハウスメーカー
30社以上が住宅免震構造を採用したが、いず
れもビル型免震構造を基本とするもので、コス
ト面での課題があった。
この課題を解消すべく、東洋大学工業技術研究
所と共同で開発されたのが摩擦アイソレーター

「UFO-E」で、数度の改良を経て現在はエンジ
ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク 製 の 「エ ン プ ラ
UFO-E」が展開されている。
圧縮強度は檜土台めり込み強度の30倍以上、
コンクリートの５倍以上、PP材の土台パッキ
ンの２倍以上となっており、熊本地震でも本製
品を採用した住宅の被害はゼロと効果の高さを
立証している。

「エンプラUFO-E」とともに、サステナビリティ
にも配慮して開発されたのが、耐震リフォーム
用の簡易型ねこ土台型免震装置「ねこ免震パッ
キン」である。
素材には、吸水性と強度に優れたポリアミド系
エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク 「Leona™ 
14G33」を採用。エンジニアリングプラスチッ
ク同士の摩擦で成り立つ「エンプラUFO-E」に
対して、本製品はエンジニアリングプラスチッ
クと木材が摩擦する仕組みで低価格を実現して
おり、戸建て住宅の耐震リフォーム用資材とし
ての普及が期待される。
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ねこ免震リフォーム免震

免震工法

住宅免震 制振ダンパー プラ製長尺
土台パッキン エンプラUFO-E ねこ免震パッキン

設計価格 300万～500万円 50万～100万円 7万～20万円 20万～30万円 6万～10万円

１棟当たり
の設置個数 4個 10個以上

（オイルダンパー）
50個 120個 50個

免震効果 200gal ― ― 300gal 400gal

■熊本地震で確認された「ねこ免震」の効果

木造住宅における地震対策の性能比較

UFO-Eを採用した益城町の建設中の現場では、ボードや金物類の
損傷や変状は見られず、地震から１週間後にはボード貼り作業を
再開することができた。

※価格はSMRC調べ

2024年１月に発生した能登半島地震の後、SMRCには「漆喰壁の昔の母屋が残ったが、耐震壁の
増築部分が損壊した」「石場建ての母屋は無事だったが、増築部分が崩壊した」といった被災者の
声が寄せられた。日本古来の木造建物の場合、仕口の「摩擦」と木材の「バネ」、さらに土壁が割
れることで地震のエネルギーを吸収する。さらに瓦の屋根は落ちて軽くなり、石の上に乗っただけ
の躯体（石場建て）は大きな地震で少しずれて力を逃がし、建物の倒壊を回避できたと考えられる。
「ねこ免震」はこうした伝統的な技術と同様の考え方に基づき、小さな揺れで力を逃がし、たくさ
んの摩擦とバネの力で大きな免震効果を得るものである。
今後起こりえる南海トラフ地震や首都圏直下地震などでは、耐震基準を満たした建物でも被害が出
る可能性があり、連続地震も想定されている中、壁耐震だけでなく免震住宅の検討も必要となる。
SMRCが進める「ねこ免震リフォーム」は、土台パッキンを免震化するローコスト免震で、熊本地
震でも効果が実証されている。2000年以前竣工のホールダウン金物がない建物の免震化が可能で、
ジャッキアップなどが不要の簡単施工を実現。また、危険度の高い順に経年修繕と同時施工するこ
とで、数十万円程度の追加費用で施工でき、コストを抑制する。さらに、資産価値が向上すること
で、中古住宅市場の活性化に寄与することが見込まれる。

「先人の知恵」を生かしたねこ免震

SMRC株式会社　℡03-6276-9350　https://www.smrci.jp/

問い合わせ先
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住宅メンテナンスとの同時施工で、経済的に耐震性を高める

1995年の阪神・淡路大震災での被害を受けて、2000年の建築基準法の改正では、壁量計算やホー
ルダウン金物の設置などが義務付けられた。しかし、2016年の熊本地震では２度の震度７の揺れ
に見舞われ、比較的新しい住宅でも大きな被害があったことが問題視された。
壁倍率による耐震化が一般化し、ボードや金物による補強はされてはいるものの、耐震基準をはる
かに超える地震に対しては、逆に弾塑性限界を超え金物強度に追い付かず木材が先に損壊する「せ
ん断集中型の破壊」が建物倒壊を早めてしまう。制振ダンパー等の異種構造の混入が構造バランス
を崩す可能性も否定できず、構造計算を不要とする低層住宅の柱の耐力不足、腐朽劣化による強度
不足等など種々の要因が破壊をもたらしたと考えらえる。
新築同様、壁補強中心の改修では、高価な割には許容応力度を大幅に超える地震には限界が予想さ
れるため、地震力を減衰させる免震系を推奨する。ねこ免震リフォームは、特許の簡単クサビで大
掛かりなジャッキアップ工事は不要。通常の修繕と同時施工することでコストが下がり、損傷が懸
念される震度６強以上の地震を受けた建物から検討することで倒壊圧死のリスクを減らすことがで
きる。

■耐震比較表（震度６強を超えると耐震性が損なわれる破損がありうる）

品確法：主に壁補強

基準法：負担荷重に応じた補強

ねこ土台型小型免震（力を逃がす）

※耐震強度 ※損壊程度
弾塑性限界内、損壊なし

弾塑性限界超え、ボードに破損も

躯体の部分破損、水平剛性破壊　※要点検

前回の破壊で倒壊の可能性

耐震等級

許容応力度計算

ねこ免震

耐震強度
設計・計算法

特徴 躯体価格

損壊程度

震度4 震度5強 震度6弱 震度6強 震度7 震度7

補強法 0.2g 0.3g 0.4g 0.5g 0.6g～ ２度目

耐震等級1 壁倍率×１
（N値計算）

構造バランス
注意

○
Co＝0.2（？）ボード・筋交い・

金物補強
せん断集中注意 破損なし ボード破損 点検補修 躯体危険

耐震等級3 壁倍率×1.5
（N値計算）

構造バランス
注意

△
Co＝0.3（？）ボード・筋交い・

金物補強
せん断集中注意 破損なし ボード破損 点検補修 躯体危険

許容応力度
計算 許容応力度×１

構造バランス
良好

△
Co＝0.2 ボード・筋交い・

金物補強
破損なし ボード破損 点検補修 躯体危険

許容応力度
計算 許容応力度×1.5

構造バランス
良好

×
Co＝0.3 ボード・筋交い・

金物補強
部材が太い 破損なし ボード破損 点検補修

ねこ免震 ねこ土台摩擦・
バネ・免震

地震力をカット
○

0.3g～ 摩擦
アイソレーター

躯体変更なし 破損なし
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